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宮崎県教育委員会では､東九州自動車道 (都農～西都間)建設予定地にかかわ

る埋蔵文化財の発掘調査を平成 11年度から実施 してお ります｡本書は､その

発掘調査報告書であります｡

本書に掲載 した児湯郡高鍋町所在の牧内第 2遺跡は高鍋町大字上江に位置 し

ます｡今回の調査では､後期旧石器時代の磯群､縄文時代草創期の陥し穴､早

期の集石遺構を検出しました｡また本遺跡では､後期旧石器時代のナイフ形石

器や角錐状石器､剥 片尖頭器等の石器､また縄文時代草創期から早期にかけて

の貝殻葬り突文土器や石鋸等の遺物が出土しました｡中でも出土した土器片は､

貝殻文系の土器の出現を解明する上で貴重な資料です｡

本書が､学術資料 としてだけでなく､学校教育や生涯学習の場で活用され､

埋蔵文化財の保護に対する認識 と理解の一助になれば幸いです｡

最後に､調査にあたって御協力いただいた関係諸機関 ･地元の方々､並びに

御指導 ･ご助言を賜った先生方に対し､厚く御礼申し上げます｡

平成 17年 3月

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長 宮 園 淳 一



例 口

1.本書は､平成13年度に実施した東九州自動車道 (都農～西都)建設に係る埋蔵文化財包蔵地牧内第 2遺

跡の発掘調査報告書である｡

2.発掘調査は日本道路公団から委託を受けて宮崎県教育委員会が平成13年 8月23日から平成14年 3月29日

まで実施した｡

3.本書で使用した位置図は国土地理院発行の5万分の 1を､周辺地形図については日本道路公団作成の地

形図を基に作成した｡

4.測量 ･空中写真 ･理化学的分析等は次の機関に委託した｡

地形測量 ･グリッド杭設定 :タイユー測量設計

空中写真 :九州航空株式会社

テフラ分析 ･植物珪酸体 :古環境研究所

石器実測委託 :九州文化財研究所 ･大成エンジニアリング

5.現地での実測および写真撮影等の記録は､永山博一､加藤学､金丸史絵､草薙良雄､安楽哲史が行った｡

6.本書で用いた標高は海抜高であり､方位は座標北 (G.N.)を基本 とし､位置図等の一部に磁北

(M.N.)を使用した｡

7.土器の色調および土層については農林省農林水産技術会議事務局監修 ｢新版標準土色帖｣に準拠した｡

8.本書使用の遺物実測図および製図は､加藤が行ったほか､整理作業員が補助した｡

9.出土遺物写真は谷口武範が撮影した｡

10.本書に使用した略記号は次のとおりである｡

SC ･･土坑 SH ･･ピット SI･･集石遺構

ll.本書の執筆は加藤が行い､金丸琴路､谷口が校正 ･編集 した｡

12.出土遺物､その他の諸記録は宮崎県埋蔵文化財センターで保管している｡

凡 例

1.石器の計測方法

a-長さ b-幅 C-厚さ

2.石器実測図の中の節理面は一点

鎖線､自然面は ドット､現代の傷

等については無表記で示す｡

3.石材の分類については確証がも

てない部分もあるので本書では行

っ ていな い｡

4.遺構 ･遺物については第Ⅳ章第

3節の 『遺構 ･遺物の分類』を参

照されたい｡
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第 Ⅰ章

第 1節 調査に至る経緯

東九州自動車道は､北九州を起点とし福岡､大分､

宮崎､鹿児島4県の東海岸部を南北に走る約436km

が予定され､宮崎県では延岡～清武間が平成元年に

基本計画が決定された｡西都～清武間については平

成 7年度から発掘調査が開始され､平成12年3月25

日に清武JCT～宮崎西IC､平成13年3月31日に宮崎

西IC～西都ICまでの供用が開始された｡また､門

川～西都間59kmは､平成 8年12月国土開発幹線 自

動車道建設審議会において整備計画区間に決定した｡

そのうち都農～西都間約25kmについて､平成 9年

年12月に建設大臣 (現国土交通大臣)より日本道路

公団-施行命令が発令された｡

一方､県教育委員会では､平成6年度に延岡～西

都間の分布調査を実施した｡さらに整備区間決定後､

都農～西都間を対象として詳細な分布調査を行い､

79遺跡896,000m2の埋蔵文化財包蔵地の所在を確認

した｡そして用地買収の進捗に合わせ平成11年度か

ら日本道路公団九州支社と宮崎県教育委員会との間

で委託契約を結び､宮崎県埋蔵文化財センターが東

九州自動車道 (都農～西都間)の建設工事に伴 う埋

蔵文化財の発掘調査を行うこととなった｡

児湯郡高鍋町大字上江字牧内の工事区内に牧内第

2遺跡がある｡本遺跡は牧内第 1遺跡と音明寺第 1

遺跡の中間に位置する｡本調査に先立ち､2回にわ

けて､確認調査を行った｡第 1次確認調査は､3,705

m2を対象に平成12年 8月4日～ 8月11日に実施し､

調査区を横断する町道より北側の区域について調査

を行った｡さらに調査対象面積4,300m2に対し第 2

次確認調査を平成13年6月4日～6月27日に実施し､

その結果､町道以南については4,300m2を､町道以

北については町道沿い1,000m2を､合わせて5,500

m2について本調査が必要となった｡公団と協議の結

果､記録保存のための本調査を平成13年8月23日か

ら平成14年3月29日まで実施した｡

はじめに

第 2節 調査の組織

牧内第2遺跡の調査組織は次の通りである｡

宮崎県埋蔵文化財センター

所 長 矢野 剛 (平成13年度)

副所長

米良 弘康 (平成14･15年度)

宮園 淳一 (平成16年度)

岩永 哲夫 (平成13-16年度)

菊池 茂仁 (平成13年度)

大薗 和博 (平成14-16年度)

調査第一課長 面高 哲郎 (平成13年度)

児玉 章則 (平成14･15年度)

高山 富雄 (平成16年度)

主幹兼調査第二係長

長津 宗重 (平成13-16年度)

調査第一係長 谷口 武範 (平成13-16年度)

主幹兼総務係長 石川 恵史 (平成15･16年度)

総務係長 亀井 維子 (平成13年度)

野逸 文博 (平成14年度)
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第Ⅱ章

【地理的環境】

高鍋町は宮崎県のほぼ中央部 ･宮崎平野の北側の

一角を占める｡東は単調で屈曲のない日向海岸の中

央部に当たり､日向灘に面している｡西は茶日原で

西都市と同じく中原 ･百合野原-と続く台地で木城

町と接している｡北は川南原で川南町と､南は水谷

原 ･新田原で新富町と接している｡また北西部には

台地を二分する小丸川が流れている｡

牧内第2遺跡は､宮崎県児湯郡高鍋町大字上江字

牧内に所在する｡本遺跡は､町の南西部に位置し､

小丸川両岸に発達する三財原段丘面の中西部標高約

93-95mに位置する｡三財原段丘面は､新富町祇園

原 ･畦原 ･三財原 ･追分 ･高鍋町市の本 ･中尾 ･牛

牧にかけて広がる｡また西側に市の山がそびえ､北

に宮田川の支流小並川､南に湯風呂川に挟まれてい

る｡

本遺跡は､北東 ･南東方向に緩やかに下っている｡

現在は圃場整備により削平されているが､旧地形で

は西側にそびえる山の裾野が広がっていたと考えら

れる｡なお､本遺跡の中央を東西に分断するように

町道が走る｡

隣接する牧内第 1遺跡との境に沢が確認され､南

側には谷が入 り込み､この谷つながりで音明寺第 1

遺跡が立地する｡周辺では､段丘面を利用して稲作､

煙草 ･甘藷等を栽培する畑作が行われている｡なお､

本遺跡も以前は庭木苗 ･甘藷を栽培する畑地であっ

た｡

【歴史的環境】

｢牧内｣という地名を調べると､高鍋町大字上江

には､牛牧 ･牧の内等 牧̀'の文字が付く地名が多

い｡文献を紐解くと延喜式等の奈良 ･平安時代の記

述によると日向の国 (中でも現在の児湯郡)は全国

有数の牛 ･馬の供給地であった史実が掲載されてい

る｡江戸時代の藩政策により ｢牧｣が近辺に開かれ

たと 推察され､この地域では､段丘面を利用した

牛 ･馬の飼育が行われていたことが推察される｡本

遺跡では､今回の調査において主に旧石器時代､縄

遺跡の環境

文時代草創期 ･早期の遺構 ･遺物が確認されている｡

高鍋町の遺跡を調べると本遺跡周辺では､過去発掘

調査が行われていないことなどから､今後東九州自

動車道建設に伴 う発掘調査において何らかの成果が

得られるものと思われる｡

○旧石器時代

北牛牧第 1遺跡 (第 1図2)では､姶良丹沢火山

灰層直下の暗褐色土より集石遺構が検出されている

小林軽石層から姶良丹沢火山灰層において尖頭器､

スクレイパー､ナイフ形石器が出土している｡石材

は､いずれも暗青色の頁岩である｡小丸川左岸の持

田中尾遺跡では､横剥ぎ剥片を使用したいわゆる瀬

戸内技法の流れをくむナイフ形石器が出土している｡

以下東九州自動車道建設に伴う発掘調査を実施した

遺跡について述べる｡本遺跡南側に位置する音明寺

第 1遺跡では､小林軽石層から磯群､陥し穴､姶良

丹沢火山灰層磯群､土坑 ･ピットが検出されている｡

本遺跡北側に位置する牧内第 1遺跡では､小林軽石

層からピット群､姶良丹沢火山灰層上層及び下層の

暗褐色土から磯群が出土している｡唐木戸第4遺跡

では､小林軽石層において磯群が9基出土している｡

遺物では､角錐状石器をはじめ多くの石器が出土し

ている｡

○縄文時代早期

本遺跡東部に位置する大戸ノロ第2遺跡では､早

期の早水台式､田村式､手向山式､円筒形の押型文

土器､吉田式､前平式等の貝殻条痕文土器､撚糸文

系の塞ノ神式土器､楕円押型文､高山寺式､繊維土

器が出土している｡また妻道南遺跡では､貝殻条痕

文土器が出土している｡以下東九州自動車道建設に

伴う発掘調査を実施した遺跡について述べる｡高鍋

町の小並第 1遺跡では､貝殻刺突文を施す平桁式が

出土している｡
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1牧内第2遺跡 2北牛牧第 1遺跡 3 持田中尾遺跡 4大戸ノ口第 2追跡 5妻道南遺跡
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第 1図 牧内第 2遺跡周辺の遺跡位置図 (S-1/500,00)
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第Ⅲ章 調査の経過と方針

第 1節 確認調査の概要
本遺跡の確認調査は､町道を境に北については平

成12年8月4日より8月11日に､南については平成

13年6月4日より6月27日まで平成12年度及び13年

度に2回に分けて実施した｡

本遺跡町道以北については､牧内第 1遺跡と隣接

しているものの遺跡一帯が､圃場整備を受け擾乱が

1m に及んでいる点や遺跡全体における旧地形が､

西から東-傾斜していることが予想された｡確認調

査では2× 2mの トレンチを27箇所設定した｡ T24

では､姶良Tn火山灰層直上より焼石が7個と炭化

物 (約 5mm)が数点検出された｡その他の トレンチ

では遺構 ･遺物とも確認できなかった｡町道南部の

調査対象区は北から南方向に傾斜 しており､谷を挟

んで音明寺第 1遺跡の対岸にあたる｡確認調査では

2× 2m の トレンチを14箇所設定し､重機で表土を

除去しながらトレンチを拡げていく手法で掘り下げ

を行った｡各 トレンチでの出土状況は､表 1のとお

りである｡なお､ トレンチの位置 ･名称については

第4図牧内第2遺跡確認調査 トレンチ配置図を参照

されたい｡

調査の結果を踏まえ､検討した結果､町道以北に

出土した磯を磯群と認定し､検出されたT24を中心

に町道沿い1,000m2を本調査対象地とし､それより

北側については調査の結果次第で拡張するかどうか

判断することとした｡また町道以南については､確

認調査対象とした4,500m2において本調査を実施す

る｡遺物の出土状況から遺物包含層は､縄文時代早

期 (M B O)､草創期 (M L l)､小林軽石層 (Kr一

KB)､暗褐色土 (M B l)の4層を考え､アカホヤ

火山灰降下以降の遺構 ･遺物についてはこれまでに

確認されていないが､残存区域がT6付近に限られ

ていることや隣接する畑地で須恵器片が1点出土し

たこともあり､表土除去時にアカホヤ上面で遺構 ･

遺物の確認 し調査を進め､姶良Tnを火山灰層より

下の層についてはかなりの深度におよぶため､本調

査時に トレンチを設定し､その調査状況を確認して

調査面積 ･調査方法を決定することとした｡

トレンチ名 層序 遺構ー遺物 層序 遺構.遺物 層序 遺構.遺物 層序 遺構.遺物 層序 遺構.遺物 備 考

T 1 遺構.遺物なし

T2北 Kr-Kb 焼磯 1点 ML2 焼磯 2点 MBl 磯 1点

T2南 クロニガ ナイフ形石器1点 Kr-Kb 黒曜石剥片砕片7点 Kr-Kb 剥片 2点 Kr-Kb 剥片 2点 Kr-Kb 磯 1点

T3南 層不明 砕片 1点 層不明 磯 1点

T4北 Kr-Kb焼磯 3点 Kr-Kb チャート砕片1点

T4南 Kr-Kb砕片 1点 Kr-Kb 焼磯 1点

T5 ML2 焼磯 1点

T6 K-Ah 溝状遺構4条 Kr-Kb 磯 1点 MBl 磯 1点

T7 MBO 剥片 5点 MBO 磯 4点 MB1 磯群 1基

T8 層不明 蔽石 1点

T9 MBO 焼磯 1点 MBO 襖 1点 Kr-Kb 磯 1点 MB1 磯 1点

T10 ML2 磯 1点

Tll MBO 剥片 2点 MBO 磯 3点 MB1 剥片 1点 MB1 磯 2点 MB1 焼磯 1点

T12北 MB1 剥片 1点 暗褐色ローム 剥片 1点

T12南 MBO 襖 1点 Kr-Kb 剥片 1点 MB1 焼襖 1点

T13 遺掛遺物なし

T14 MBO 磯(大型)1点 Kr-Kb 磯 1点

表 1 トレンチにおける遺構 ･遺物出土状況図
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第3図 第 1回確認調査 (町道以北)

調査区及び トレンチ配置図(S-1/200)
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第4図 第2回確認調査 (町道以南)

調査区及び トレンチ配置図(S-1/200)



第 2節 発掘調査の経過

先ず町道より便宜的に北の調査区をA区､南の調

査区をB区とした｡確認調査の結果から､縄文時代

早期 ･後期旧石器時代の文化層が予想されたので､

東九州自動車道の発掘の際に行われる25%掘りによ

り調査を行うことを調査員の間で確認した｡調査に

先立ち､本調査を行 う際の最大の懸案である排土の

処理について協議し､A区とB区の北半分を先に調

査を行 うこととした｡

調査は､先ず重機により表土を除去した｡調査前

はこの付近は畑地であったため､調査区の大部分は

アカホヤ火山灰層より上層はすでに削平されており

表土下すぐに暗褐色土 (M Ll)が確認された｡そ

の後､遺構 ･遣物の全体の広がりや集中区を早期に

把握するため10mグリッドを四分割した内の一区画

を掘削していくいわゆる25%掘りで調査を進めた｡

そして､遺物 ･遺構の出土状況に応 じて掘り下げる

面積を拡げた｡平行して町道沿いに3つの先行 トレ

ンチを設定し､層の残存状況を確認した｡さらに姶

良丹沢火山灰層より下の層についても､5×2.5m

の トレンチを設定し､遺物 ･遺構の把握に努めた｡

排土の運搬は､町道を横断して行 うため､時間がか

かり､掘 り下げを断続的に中断する場面もあった｡

また土器集中区をはじめに遺構でないか確認する等

確認作業に時間がかかった｡特に風倒木や樹根の確

認に時間を費やした｡反省する点は多々あるが､予

定通り調査が終了できた｡調査終了後､排土を使っ

て埋め戻しを行った｡

遺跡遠景 (南より)
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日誌抄

2001709 事務所等の設置場所の確認｡

2001823 事務所等設置｡B区北側表土除去｡

2001905 土止めの設置｡安全対策｡

2001907 AB区精査｡グリッド杭設置｡

2001919 B区土器片出土｡ピット1基出土｡

20011004 F5グリッドにおいて石鍛出土｡

20011011 土器集中区周辺写真撮影｡

20011012 黒曜石製の細石刃出土｡

20011015 AB区Ⅵ a層上面までの掘り下げ完了｡

20011018 重機によりⅥa層を除去｡

20011109 ML2よりナイフ形石器､細石刃出土｡

20011115 Ⅰ7J7グリッド剥片 ･角錘状石器出土｡

20011128 J7グリッドよりナイフ形石器出土｡

20011220 調査区南側より25%掘 りを行う｡

20011225 M6M7M8グリッドより剥片出土｡

20011226 K7グリッドより角錘状石器出土｡

2002318 MBl検出の磯群実測｡

2002117-23 小林軽石層での掘り下げ｡

2002128 小林軽石面精査｡

2002207 空中写真撮影｡

2002208 姶良Tn火山灰層下の遺構 ･遺物の有無

を確認するトレンチを23箇所設置｡

2002212 MBlより散磯検出｡

2002213 MBlのL7K8グリッドより散磯｡

2002223 MB2を25%掘り｡敵石､剥片出土｡

2002225 P7P8P9グリッド散磯検山｡

2002226 L7K8グリッドの散磯の拡がり確認｡

2002304 MBⅠより下層の層序確認の先

行 トレンチ設置｡

2002307 長崎大学長岡 先生来訪｡

2002308 MBlコンター実測を行 う｡

2002312 MBl検出の磯群の拡がりを見る｡

SCl検出｡

2002327 MBl検出の磯群実測完了｡排土運搬｡

2002328 整地完了｡遺物 ･道具運搬｡

第3節 整理作業及び報告書作成

遺物の整理作業は平成14･15年度に行った｡平成

14年度は､まず遺物の洗浄をしながら､同時に遺物

の種類の量の分析を行い､注記では､どの部分に注

記を行うかという視点で遺物を観察した｡そして剥

離面と自然面のちがい､石器製作技法等を理解しな

がら石器について理解を深めた｡｢小さい遺物に注

記を行 う時､何を優先させるか｣等の問いかけに本

質を理解していないため答えを見つけるのに時間が

かかり､作業が止まってしまったこと等がある｡ま

た写真撮影との兼ね合いで本来注記する場所にでき

ず､書きにくい場所に無理して注記を行った時もあ

り反省すべき点である｡本遺跡ではナイフ形jjA器 ･

角錐状石器の製品等が比較的まとまって400点ほど

出土したため､石器の接合を中心に行った｡石器に

ついて先ず質 ･色 ･触感等から同一石材を特定し､

同一石材と思われる石材同士をまとめ接合を行った｡

初めは順調に作業が進んだが､10日を経過した頃か

ら接合例が確認できない日々が続いた｡堆積岩につ

いては､埋まった状態によっては､色 ･触感が違っ

ても接合することを確認 した｡土器については､土

器片の角の摩耗が激しく数例の接合を確認するに止

まった｡実測は石器については委託に､土器につい

ては口縁部を中心に選定 ･実測した｡

平成15年度は､石器接合資料の選定､遺物の実測 ･

トレースを行った｡先ず､接合資料は数多くあった

が､そのうち素材剥片を抽出した3つの接合資料を

選んだ｡実測については業者に委託した｡その他の

遺物については整理作業員の協力のもと実測を行っ

た｡石鉱の剥離面の確認が難しく確認作業に苦労し

た｡
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第Ⅳ章

第 1節 調査の経過

本遺跡における旧石器文化は､第 1遺物包含層

(姶良Tn火山灰降下以前のⅨ層上部)と第 2遺物

包含層 (姶良Tn火山灰降下後から小林軽石火山灰

降下以前)そして小林軽石層降灰前後第3遺物包含

層と3つの文化に分けられる｡以下それぞれの文化

層ごとに列挙する｡

牧内第2遺跡は､調査区を東西に横切る町道が走

る｡調査対象地の内便宜的にこの町道より北側をA

区 (1,245m2)南側をB区 (4,205m2)とした (第

5図)｡現地での記録図面作成のため､国土座標

(ⅩY座標)に乗じた10mグリッドを設置した

排土置き場を確保するため前章で述べたとおり最

初にA区とB区北半分の調査を行い､そして次にB

区南半分の調査を行った｡表土除去後 トレンチをA

区に1箇所B区に2ヶ所設置し層の残存状況を確認

した｡(第8図)アカホヤ火山灰より上層､そして

下層の黒褐色土はそのほとんどが削平されていたが､

その下の層は､良好な状態で残存していた｡ 以下

層ごとに､調査の経過を述べる｡

はじめに重機で表土を除去した｡重機で10cmほど

掘り下げると確認調査時にB区中央部に一部アカホ

ヤ火灰層が残存していた｡そこで人力によりアカホ

ヤ火山灰面で精査し､溝状遺構を検出した｡先ず検

出状況を写真に撮るため､検出面を精査していたと

ころ埋土中より現代の遣物が出土したため､現代の

遺構と認定し､写真撮影だけにとどめた｡

次にB区に設定した トレンチ30を掘 り下げ時に､

MBOにおいて土器片約200点､炭化物が出土した｡

出土地点が集中していた点､土器片が同一個体であ

る可能性が強いため掘 り下げ範囲を拡げ､遺構の有

無の確認を行った｡周辺よりピット3基､風倒木が

確認されたが､それ以外の遺構は確認できなかった｡

遺物としては前述した土器片の他石鋲が出土した｡

なお出土した土器は､隆帯紋に貝殻刺突文が施され､

MLl中～下層で出土した｡

また出土箇所より薩摩火山灰層と思われる火山灰

調査概要

が水平分布 していたことから土器の使用時期の参考

資料として自然科学分析 (火山灰分析)を委託した｡

小林軽石層から姶良Tn火山灰層 (土壌化)にかけ

ての旧石器時代の層はAB区ともに25%掘りにより

調査を進め､小林軽石層上部にかけて遺構は検出で

きなかったが､遺物では､ナイフ形石器角錐状石器､

ラウンドスクレイパー等が出土した｡小林軽石層下

部から姶良Tn火山灰層 (土壌化)にかけての旧石

器時代の層は､A ･B区ともに25%掘 りにより調査

を進めた｡小林軽石層において遺構は､確認できず､

遺物として角錐状石器､ナイフ形石器､二次加工剥

片､スクレイパー､剥片等を出土した｡製品が出土

するため遺物出土箇所を中心に捻り鎌等で細かく掘

り下げを行ったが､剥片 ･砕片はほとんど確認でき

なかった｡小林軽石層下であるMBl下部では小規

模な磯群の拡がりを検出した｡その結果､確認した

ところ磯約300点 ･石器約120点 が混在する磯群と

なった｡石器としては角錐状石器､ナイフ形石器､

スクレイパー､大小剥片等がある｡検出された磯は

熱により赤変したものがまとまっており､可能な限

り周辺にまで調査範囲を広げ確認を行った｡その過

程の中で小林軽石層下部において土坑 (陥し穴)が

1基検出された｡埋土上層は小林軽石層のブロック

が含まれており､埋土中から剥片が1点出土した｡

AT層下位についてA区については､確認調査の

結果を踏まえ掘り下げを行わなかった｡B区につい

ては､調査区内に26箇所の トレンチを設定し掘り下

げを行った｡その結果遺構として73点の磯が広範囲

に確認された｡また遺物として剥片 ･磨石 ･敵石が

出土した｡また､遺物出土箇所が南東に下る微傾斜

地であることも判明した｡ その下の層については

A ･B区ともに一部深掘 りをし､層序を確認すると

ともに遺構､遺物がないことを確認 して調査を終了

した｡
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第 2節 基本層序

牧内第 2遺跡の基本層序を第 7図に示 した｡本遺

跡は､元来丘陵地の緩傾斜面に立地 している｡主な

遺構 ･遺物包含層は第Va層 (縄文時代草創期 ･早

期)､第Vb･Ⅵa層 (後期旧石器時代第 3文化層)､

第Ⅵ b～Ⅶa層 (後期旧石器時代第 2文化層)､第

Ⅸ-a層 (後期旧石器時代第 1文化層)である｡

第Va層では薩摩火山灰に類似 した火山灰が確認で

き､出土 した縄文土器の時期決定の指標になると考

えられ る｡第Ⅶ a層下部には磯 ･石器が集 中して

包含層 層序 呼称

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ K-Ah

縄文早期遺物包含層 Ⅳ MBOⅤ-aML1

後期旧石器第3文化層 Ⅴ-bKr-KbⅥ-aKr-Kb

後期旧石器第2文化屑 Ⅵ-bKr-Kb≡Ⅶ-aMB1

Ⅶ-bML2

ⅦトaArl'

Ⅶ卜bAT

ⅦトCAT

鯛旧石梓川娼 ⅠⅩ-aMB2

ⅠⅩ-bⅠⅩ-C

Ⅹ
Ⅹ Ⅰ

ⅩⅡ

ⅩⅠⅡ

ⅩⅣ

第 Ⅰ 層 表土 (耕作土)

第Ⅱ 層 黒色土

第Ⅲ 層 明黄褐色土

第Ⅳ 層 黒褐色土

第Ⅴ-a層 暗褐色土

第Ⅴ-b層 暗褐色土

第Ⅵ-a層 褐色土

第Ⅵ-b層 褐色土

第Ⅶ-a層 暗褐色土

第Ⅶ-b層 暗褐色土

第Ⅶトa層 黄褐色土

第Ⅶ卜b層 黄褐色土

第ⅦトC層 明黄褐色土

第Ⅸ-a層 暗褐色土

第Ⅸ-b層 暗褐色土

第Ⅸ-C層 暗褐色土

第 Ⅹ 層 赤褐色ローム

第ⅩⅠ層 赤褐色土

第ⅩⅡ層 明褐色土

第ⅩⅢ層 明赤褐色土

第ⅩⅣ層 褐色⊥

出土 した｡第Ⅶ b層は､A区でしか認められなかっ

た｡

第Ⅷa層は､調査区全体で見られるが､第Ⅷb･

C層については､B区の調査区東部でしか残存 して

いなかった｡Ⅸ層は､褐色粒の数の量によって分層

した｡なお第Ⅷb～第Ⅹa層以下の層序からは遺構 ･

遺物は確認できなかった｡なお､A区 トレンチ28及

びB区 トレンチ30についての自然科学分析を第Ⅴ章

に掲載 した｡参照されたい｡

(HuelOYR3/1) アカホヤ火山灰層混じり

(HuelOYR6/8) アカホヤ火山灰層

(HuelOYR2/2)

(HuelOYR3/4)

(HuelOYR3/3)

(HuelOYR4/4) 小林軽石層パ ミス大

(HuelOYR3/4) 小林軽石層パ ミス小

(HuelOYR3/4)

(HuelOYR3/2) 黄褐色粒子を含む｡

(HuelOYR5/6) 姶良Tn火山灰層 土壌化

(HuelOYR5/8) 姶良Tn火山灰層 斑文あり

(HuelOYR6/6) 姶良Tn火山灰層 二次堆積層

(HuelOYR3/4)

(HuelOYRl/5)

(HuelOYRl/4)

(Hue5YR4/8)

(lIue5YR5/8) アワオコシ

(Hue7.5YR5/8)アワオコシとイワオコシ

(Hue5YR5/8) イワオコシ

(HuelOYR4/6) 磯層

第 7図 基本土層柱状図
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A区 トレンチ28南壁

第 1 層 表土

第Ⅴ-a層 暗褐色土

第Ⅴ-b層 暗褐色土

第Ⅵ-a層 褐色土

第Ⅵ-b層 褐色土

第Ⅶ-a層 暗褐色土

第Ⅶ-b層 暗褐色土

第Ⅷ-a層 褐色土

第Ⅷ-b層 黄褐色土

第Ⅷ-C層 明黄褐色土

第Ⅸ-a層 暗褐色土

第Ⅸ-b層 暗褐色土

第Ⅸ-C層 暗褐色土

第Ⅹ 層 赤褐色ローム

第Ⅹ Ⅰ層 赤褐色土

第ⅩⅢ層 明褐色土

耕作土｡アカホヤが擾乱を受けて点在している｡

(HuelOYR3/4) やや硬質｡粘性なし｡0.3mm以下の白色､半透明粒が見られるO

(HuelOYR3/3) やや硬質｡粘性なし｡白色粒を含む｡

(HuelOYR4/4) 小林軽石を含む層｡ 硬質｡粘性なし｡暗褐色のブロックの中に0.1cm以下の棲色 ･白色の粒子が密

集 している｡

(HuelOYR3/4) 小林軽石を含む層O硬質O粘性なLo暗褐色のブロックと01cm以下の白色粒がわずかに残るO

(HuelOYR3/4) やや軟質O粘性があるO

(HuelOYR3/2) やや軟質｡粘性がある｡Ⅶ a層とⅧa層が混在 しているO

(HuelOYR5/6) 姶良丹沢火山灰層O粘性があり軟質｡O檀色と白色の微細粒を含むO

(HuelOYR5/6) 姶良丹沢火山灰層O粘性がなくさらさらしている｡0.3cIIl以下の丸い斑文があるO

(Hue10YT?6/8) 姶良丹沢火山灰層 粘性がなくさらさらしている｡0_3mm以下の黄檀色､半透明粒を含む.

(HuelOYR3/4) 硬質｡粘性なし｡白色 ･黄檀色の軽石粒を含む｡褐色粒の混じる割合は､20%である｡

(HuelOYRl/5) 硬質｡粘性なし｡白色 ･黄棲色の軽石粒を含む｡褐色粒の混じる割合は､25%である｡

(HuelOYRl/4) 硬質o粘性なし.白色 ･美校色の軽石粒 ･異色粒を含む.褐色粒の混じる割合は､15%である.

(Hue5YR4/8) やや軟質｡粘性あり｡5mm程の黄橿色軽石粒混じるO

(Hue5YR5/8) やや軟質｡粘性あり｡アワオコシ層｡褐灰色粒の混じる割合15%であるO

(Hue7.5YR5/8) やや軟質｡粘性あり｡アワオコシとイワオコシの混じる層｡5mm程の黄棲色粒､2mm程の黒色粒､3mm

程の黄色粒を含む｡

第ⅩⅢ層 明赤褐色土 (Hue5YR5/8) やや軟質｡粘性あり｡イワオコシ層｡1cm程の黄栓色粒を含む｡

第ⅩⅣ層 褐色土 (HuelOYR4/6) 僕層.

B区 トレンチ29北壁

第 1層 表土

第1V層 黒褐色土

第Ⅴ-a層 暗褐色土

第Ⅴ-b層 暗褐色土

第Ⅵ-a層 褐色土

第Ⅵ-b層 褐色土

第Ⅶ-a層 暗褐色土

第Ⅷ-a層 褐色土

第Ⅷ-b層 黄褐色土

耕作土.アカホヤが授乱を受けて点在 している.

(HuelOYR3/4) やや硬質｡0.2mm以 卜の白色 ･透明光沢粒を含む｡0.1mm以 卜の白色 ･半透明粒が見られる｡

(HuelOYR2/3) やや硬質｡粘性なし｡0.3mm以下の白色､半透明粒が見られる｡

(HuelOYR3/3) やや硬質｡粘性なし｡白色粒を含む｡

(HuelOYR4/4) 小林軽石を含む層O 硬質｡粘性なしO暗褐色のブロックの中に0.1cm以下の檀色 ･白色の粒子が

密集 しているO

(HuelOYR3/4) 小林軽石を含む層O硬質｡粘性なし｡暗褐色のブロックと01cm以下の白色粒がわずかに残るO

(HuelOYR3/4) やや軟質｡粘性がある｡

(HuelOYR5/6) 姶良丹沢火山灰層O粘性があり軟質｡O檀色と白色の微細粒が見られる｡

(HuelOYR6/8) 姶良丹沢火山灰層O粘性がなくさらさらしている｡0.3cm以下の丸い斑文があるO

B区 トレンチ30南壁

第Ⅴ-a層 暗褐色土

第Ⅴ-b層 暗褐色土

第Ⅵ-a層 褐色土

第Ⅵ-b層 褐色土

第Ⅶ-a層 暗褐色土

第Ⅷ-a層 褐色土

第Ⅷ-b層 黄褐色土

B区西壁A～A′

第 1層 表土

第Ⅴ-a層 暗褐色土

第Ⅴ-b層 暗褐色土

第Ⅵ-a層 褐色土

第Ⅵ-b層 褐色土

第Ⅶ-a層 暗褐色土

第Ⅶ-b層 暗褐色土

第Vlu-a層 褐色土

第Ⅷ-b層 黄褐色土

第Ⅷ -C層 明黄褐色土

第Ⅸ-a層 暗褐色土

B区西壁

第Ⅸ-C層 暗褐色土

第Ⅹ 層 赤褐色ローム

第Ⅹ Ⅰ層 赤褐色土

第ⅩⅢ層 明褐色土

(HuelOYR3/4) やや硬質｡粘性なし｡0.3mm以下の白色､半透明粒を含む｡

(HuelOYR3/3) やや硬質｡粘性なし｡白色粒を含む｡

(HuelOYR4/4) 小林軽石を含む層O 硬質｡粘性なしO暗褐色のブロックの中に0.1cm以下の檀色 ･白色の粒子が

密集 しているO

(HuelOYR3/4) 小林軽石を含む層｡硬質｡粘性なし｡暗褐色のブロックと0.1cm以下の白色粒がわずかに残る｡

(HuelOYR3/4) やや軟質｡粘性がある｡

(HuelOYR5/6) 姶良丹沢火山灰層｡粘性があり軟質｡｡樫色と白色の微細粒が見られる｡

(HuelOYR5/8) 姶良丹沢火山灰層｡粘性がなくさらさらしている｡0.3cm以下の丸い斑文がある｡

耕作土.アカホヤが燈乱を受けて点在 している.

(HuelOYR3/3) やや硬質｡粘性なし｡0.3mm以下の白色､半透明粒が見られる｡

(HuelOYR3/4) やや硬質｡粘性なし｡白色粒を含む｡

(HuelOYR4/4) 小林軽石を含む層O 硬質｡粘性なしO暗褐色のブロックの中に0.1cm以下の檀色 ･白色の粒子が密

集 している｡

(HuelOYR3/4) 小林軽石を含む層O硬質O粘性なLo暗褐色のブロックと01cm以下の白色粒がわずかに残るO

(HuelOYR4/3) やや軟質｡粘性がある｡

(HuelOYR3/2) やや軟質｡粘性がある｡Ⅶ a層とⅧ a層が混在 しているO

(HuelOYlく5/6) 姶良丹沢火山灰層O粘性があり軟質｡O檀色と白色の微細粒を含むO

(HuelOYR5/6) 姶良丹沢火山灰層O粘性がなくさらさらしている｡0.3cm以下の丸い斑文があるO

(HuelOYR6/8) 姶良丹沢火山灰層 粘性がなくさらさらしている｡0.3mm以下の黄檀色､半透明粒を含む｡

(HuelOYR3/4) 硬質｡粘性なし｡白色 ･黄棲色の軽石粒を含む｡褐色粒の混じる割合は､20%である｡

(HuelOYRl/4) 硬質o粘性なLo白色 .黄樟色の軽石粒 ･黄色粒を含むo褐色粒の混じる割合は､15%であるo

(Hue5YR4/8) やや軟質｡粘性あり｡5mm程の黄棲色軽石粒混じる｡

(Hue5YR5/8) やや軟質｡粘性あり｡アワオコシ層｡褐灰色粒の混じる割合15%である｡

(Hue7.5YR5/8) やや軟質｡粘性あり｡アワオコシとイワオコシの混じる層｡5mm程の黄樽色粒､2mm程の黒色粒､3mm

程の黄色粒を含む0

第ⅩIII層 明赤褐色土 (Hue5YR5/8) やや軟質｡粘性あり｡イワオコシ層｡1cm程の黄檀色粒を含む0

第ⅩⅣ層 褐色土 (HuelOYR4/6) 磯層.
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第 3節 遺構 と遺物

1 文化層 ･遺物包含層の設定

第Ⅳ章第 2節で述べた遺構検出状況及び遺物の出

土状況をまとめると以下のようになる｡

○va 層-土器約200点がB区北部より集中して

出土する｡石鍍剥片が点在する｡遺構

としてはピットが3基､土坑 1基､集

石遺構 1基が検出された｡調査区が南

北に下る傾斜地であるため､角錘状石

器等も検出されたが､土器片､石嫉､

石骸と同じ石材の剥片を中心に文化層

としてとらえた｡

○Vb～Ⅵ a層-擾乱中より細石刃､細石刃核が数

点出土している｡角錐状石器 ･ナイフ

形石器､スクレイパー等が出土してい

る遺構はなし｡調査区が南北に下る傾

斜地である点､各層とも遺物の出土状

況が疎であり､間に無為物層が存在し

なかった点から､Vb層～Ⅵ a層を1

つの文化層としてとらえた｡

○Ⅵ b～Ⅶ b層-角錘状石器 ･ナイフ形石器等約300

点の石器､約400点以上の磯が出土し

ている｡調査区が南北に下る傾斜地で

ある点､Ⅶ b層を除き､各層とも遺物

の出土状況が疎であり､Ⅵ b層～Ⅶ b

層から出土した石器でのみ接合資料が

存在した点から､Ⅵ b層～Ⅶ b層を1

つの文化層としてとらえた｡

○Ⅸ a 層-磨石 ･蔽石､剥片が出土している｡姶

良Tn火山灰降下以前の文化層｡約60

点の磯と約40点の石器が確認された｡

出土地点はB区南部に点在しているo

以下の結果を受け､旧石器時代の文化層を下記の

とおり設定した｡

第 1文化層 .･ Ⅸa層

第 2文化層 .･Ⅵb層～Ⅶb層

2 遺構 ･遺物の分類

本報告書では､遺物 ･遺構を以下の通り定義づけ

る｡

(1) 遺 構

○集石遺構-縄文時代早期の遺構｡長軸､短軸とも

にそれぞれ 1-1.5mの範囲に密に磯

が集まっている遺構と定義づける｡磯

の赤化度､磯の大きさそして掘り込み

や炭化物の有無等により､動植物を調

理する機能を有する調理場跡や炉跡､

集石遺構の為の磯をス トックしていた

準備磯､不要になった廃棄僕等に分類

できる｡

○磯 群-旧石器時代の遺構｡構成する磯が離れ

すぎず広がっており､磯間の距離が0

-30cm程度であり､磯の拡がりが一

定のまとまりを保っている遺構｡構成

磯は､拳大の大きさを基本とし､磯の

赤化度､炭化物 ･掘込みの有無等人為

的に磯を集め､使用した痕跡が見られ

る｡

○散 磯-磯間の距離が30cm以上あり､磯の拡

がりにまとまりが見られず､構成磯の

大きさにもばらつきがある｡人為的に

石を集めた形跡もなく使用した痕跡も

見られない｡ なお､本遺跡では20m

四方に約300点の散磯が検山された｡

この磯は 緩やか傾斜を下るように広

がりをみせる｡この散磯の中に熱によ

り赤変した磯が集中した箇所が数箇所

確認された｡この数箇所については､

例外的に磯群として扱 うこととした｡

○ピット･土坑-本遺跡ではピットが3基､土坑が

1基検出されている｡ピットについて

は､検出プランの直径が30cm以下のも

のを土坑とする｡ピットは掘り込みが

円柱状に掘 り込んであり､それ以外の

形状が土坑である｡年代測定について

は､検出面の層序 ･埋土中の遺物等か

ら判断した｡
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(2)遺 物

○磨石 ･敵石

I類･..円磯を用い､側縁部にあばた状の敵打痕を

部分的に残 し､緩やかな多面体を呈する｡

Ⅱ類-円形の扇平磯を用い､表裏面に平坦面を残

す｡

Ⅲ類-円形または棒状の磯の一端もしくは両端に

剥離面もしくは敵打痕を部分的に残す｡

Ⅳ類川平坦面はなく自然磯の可能性がある｡

磯の分類で円磯 ･亜円磯に属する｡

○石鍛

Ⅰ類 正三角形

① 基部が平基になる｡

② 基部にU字､Ⅴ字状の挟 りを入れ､脚部を

つくりだしている｡

Ⅱ類 二等辺三角形

① 基部が平基になる｡

② 基部中央に浅い挟 りがある｡

Ⅲ類 欠損晶

○ナイフ形石器

Ⅰ 二側縁加工ナイフ A縦長剥片素材

(∋ 基部が極端に丸みを帯びる ･通常のブラン

ティングを施す｡

② -側縁加工+基部加工により刃部をつくり

だす｡

③ 二側縁加工

Ⅱ -側縁加工ナイフ A縦長剥片素材

○角錐状石器

Ⅰ紡錘形 A縦長剥片

(∋ 一面加工

② 二両加工

Ⅱ菱形 A縦長剥片

① 一面加工

② 二面加工

Ⅲ壊小 A縦長剥片 角錐状で黒曜石製

- 14-



第4節 第 1文化層の遺構 ･遺物

B区に26箇所のトレンチを設定し､掘り下げを行っ

た｡そして遺物の出土状況に応じて掘り下げ部分を

拡張した (第13図)｡その結果､散磯 (磯総数62点)

と43点の石器が確認された｡

(1)遺 構

散 棟

B区南端において磯が62点出土した｡磯が検出さ

れたグリッドを見ると､東西に隣接するL8･L9

が12個､M 8 ･M 9が28個､N 8 ･N 9が6個､

07･08が16個となっている｡ したがって20m

x40mの範囲に62個の磯が集中している｡またこの

範囲の中でも北端と南端に磯が集中し､磯が傾斜に

沿って南東方向に下っているのが見られる (第13図)｡

炭化物や掘り込みは確認できなかった｡個々の磯に

目を向けると円磯 (亜円磯を含む)と角磯 (亜角磯

を含む)の数はほぼ同数である (表 3)｡熱により

赤変した磯はない｡構成磯では､ホルンフェルスが

圧倒的に多く､次いで尾鈴山酸性岩 ･砂岩 ･石英班

岩と続く (表4)｡磯の接合関係では､L9･ M

8･0 7･8グリッド内で距離にして0-20cm以

内に位置する磯と磯が接合している｡一例だけ14m

離れた磯が接合したものがある｡磯が集中している

箇所は､長軸6- 8m､短軸1.6-2.4m程拡がっ

ている｡また熱により赤変した磯も1点のみである｡

磯の計測値についてもバラツキがみられる｡

これらのことから人為的に磯を持ち込んだ可能性

は高いが､意図的に配置された状況ではない｡本調

査区Ⅸa層が北西から南東に下る傾斜地ではあるた

め､東西の延長に遺物 ･遺構が拡がる可能性はある｡

区B 個数 .重量 個 数 重 量

グリッド (個) (g)

L8 1 2,000

L9 ll 5,645

M 8 17 5,992

M 9 ll 4,082

N8 5 528

N9 1 7,200

07 5 5,733

08 ll 16,018

総 計 62 47,198

表2 第 1文化層グリッド別の個数と重量

区 磯の種類 個 数 磯の割合 赤 化 度 付着物
(個) (%) (%)

B 円 磯 6 9.7 0 なし

亜円磯 24 38.7 0 なし

角 磯 1 1.6 0 なし

亜角藤 31 50.0 0 なし

表3 第 1文化層 傑組成表 1

区 石材磯の種類 ホノレンフエノレス 尾 鈴 山酸 性 岩 砂 岩 頁 岩 チャー ト 流 紋 岩 石英斑岩 総 計

B 円 磯 4 1 1 6

亜 円 礁 21 1 1 1 24

角 磯 1 1

亜 角 棟 25 3 1 1 1 31

表4 第 1文化層 襟組成表2
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第13図 第一文化層調査範囲及び出土襟分布図 (S- 1/400)
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ドッ･E-ノ 層種類石材最大長(cm)最大幅(cm)最大厚(cm)
08 Ⅸa亜円牒ホルンフェルス 111 135 5
08 Ⅸa亜角棟ホルンフェルス 77 63 57
08 Ⅸa亜角牒ホルンフェルス 20 13.4 8
08 Ⅸa亜円横ホルンフェルス 148 111 96
08 Ⅸa亜角横尾鈴LLl系酸性岩 22 147 83
08 Ⅸa亜角横ホルンフェルス 144 111 82
08 Ⅸa円 襟ホルンフェルス 173 184 92
08 Ⅸa亜角横尾鈴山系酸性岩 129 6 53
08 Ⅸa亜円横ホルンフェルス 102 9 66
08 Ⅸa亜円礁ホルンフェルス 126 94 43
07 Ⅸa亜角横尾鈴山系酸性岩 153 118 73
07 Ⅸa亜円牒ホルンフェルス 59 29 33
08 Ⅸa亜円棟ホルンフェルス 125 89 83
07 Ⅸa亜円牒ホルンフェルス 167 144 85
07 Ⅸa亜角棟ホルンフェルス 16 112 74
07 Ⅸa亜角礁ホルンフェルス 132 91 78
N8 Ⅸa亜円棟ホルンフェルス 71 47 42
N8 Ⅸa亜円牒砂岩 48 58 45
N8 Ⅸa円 棟ホルンフェルス 56 51 47
N8 Ⅸa亜円牒ホルンフェルス 37 3 09
N8 Ⅸa亜角横ホルンフェルス 5 27 25
｣8 Ⅸa亜円牒ホルンフェルス 178 111 87
M8 Ⅸa亜角棟ホルンフェルス 138 81 77
｣9 Ⅸa亜角棟ホルンフェルス 11.6 10.6 5.3
Lg Ⅸa亜角横ホルンフェルス 105 124 9
｣9 Ⅸa円 棟ホルンフェルス 52 49 32
｣9 Ⅸa亜角横ホルンフェルス 106 54 44
｣9 Ⅸa亜角棟ホルンフェルス 65 35 39
｣9 Ⅸa亜円横ホルンフェルス 122 104 66
｣9 Ⅸa亜角横ホルンフェルス 55 74 79
Lg Ⅸa亜角横ホルンフェルス 54 46 33
｣9 Ⅸa亜角横ホルンフェルス 61 57 43
｣9 Ⅸa亜円牒ホルンフェルス 112 92 67
｣9 Ⅸa亜角牒砂岩 57 5 4
M9 Ⅸa亜円牒ホルンフェルス 9 57 38
M9 Ⅸa亜角横ホルンフェルス 55 56 33
M8 Ⅸa亜円牒ホルンフェルス 47 26 25
M8 Ⅸa亜角横ホルンフェルス 66 55 58
M8 Ⅸa亜角牒ホルンフェルス 73 59 47
M8 Ⅸa角 棟ホルンフェルス 33 28 18
M8 Ⅸa亜角横頁岩 54 51 46
M8 Ⅸa亜角棟ホルンフェルス 106 51 23
M8 Ⅸa亜角牒ホルンフェルス 4 35 16

標
ー976455 438159
-976449 4381674
-976444 438167
-976443 4381675
-97644 438185
-976441 438193
-976461 438188
-976454 4381918
-976453 438196
-976452 4381967
-976451 4381012
-976449 438103
-976439 4381994
-976439 438104
-97644 4381106
-976446 4381206
-976299 438158
-97630 438158
-976304 4381652
-976309 4381634
-97631.7 43815.2
-976195 4381668
-976201 4381745
-976134 438087
-976136 4380868
-97614 4380871
-976143 4380885
-976151 438084
-976151 4380884
-97615 4380893
-976142 438093
-976141 4380943
-976141 438094
-976142 4380953
-976258 4380982
-976261 4380915
-976263 4381133
-976267 4381148
-976268 43811
-976273 4381113
-976283 4381103
-976274 4381246
-976288 4381318
-976293 4381015
-976305 4380983
-976255 4381224
-976262 4381196
-976262 438097
-976261 4380832
-976253 4380774
-976245 4380671
-976264 4380732
-976296 4380954
-976296 4380956
-976334 4380815
-976333 438084
-976342 4381043
-976337 4381086
-976334 4381125
-97633 438105
-976326 4381052
-976325 4381051

熟による赤化

M8 Ⅸa円 棟チャート
M8 Ⅸa亜角牒ホルンフェルス
M8 Ⅸa亜円棟ホルンフェルス
M9 Ⅸa亜角傑ホルンフェルス
M9 Ⅸa亜角棟石英斑岩
M9 Ⅸa亜円硬ホルンフェルス
M9 Ⅸa亜角棟ホルンフェルス
Mg Ⅸa亜円横流紋岩
M9 Ⅸa亜角棟ホルンフェルス
M9 Ⅸa亜円横ホルンフェルス
M9 Ⅸa亜角牒ホルンフェルス
M9 Ⅸa亜円横ホルンフェルス
N9 Ⅸa亜円横尾鈴山系酸性岩
M8 Ⅸa円 棟ホルンフェルス
M8 Ⅸa亜円棟ホルンフェルス
M8 Ⅸa亜円棟ホルンフェルス
M8 Ⅸa亜円牒ホルンフェルス
M8 Ⅸa亜角横ホルンフェルス
M8 Ⅸa亜円棟石英斑岩

77 55 37
4 34 11

151 68 52
138 49 65
72 49 44
143 115 7
日.1 7.9 6.5
51 51 4
8 34 34

日3 92 38
106 85 24
12 69 4

265 214 105
125 8 58
177 10 56

6 53 31
96 59 42
59 5 28
16 77 27

表5 第 1文化層出土磯計測表
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(2)遺 物

石 器

ここではB区姶良丹沢火山灰層下のⅨa層 (MB

2)で出土した磨石 ･敵石 ･剥片 ･調整剥片につい

て扱 う｡磨石 ･敵石の分類については､第 3節 2

｢遺構 ･遺物の分類｣ (2)を､出土地点は第17-22

図を参照されたい｡

調整剥片 (第23図1)

1は緑色チャー トの縦長剥片を素材としている｡

L8グリッドで出土している｡上面に加工を施し短

小な横長の形状を呈している｡加工目的は不明であ

るが､加工を施した痕跡が見受けられるため調整剥

片とした｡

剥 片 (第23図2-ll)

2- 5はチャー ト製で､2･3･5は緑色､4は

灰色を呈す｡緑色チャー トはⅨa層でのみ出土して

いる｡出土地点はM8･L8･L9グリッドである｡

6･7･8･9は水晶製剥片である｡

器 種 個 数 総重量 (g)

調整剥片 1 1.5

剥 片 33 927

敵 石 6 1,002.4

磨 石 3 853.8

総 数 43 2784.7

表6 第 1文化層出土個体数および重量

10は素材剥片となり得る縦長剥片である｡表面上部､

裏面左側縁部に加工を施 している｡Ⅸa層では､他

の層で多く出土している頁岩 ･流紋岩製の石器がほ

とんど出土していない｡ホルンフェルスは20点出土

している (表 8参照)｡ しかし砂岩系ホルンフェル

スが多く､素材剥片となり得る剥片はほとんど出土

しなかった｡石器集中区は存在しなかった｡

磨石 ･献石 (第23図12)

M8グリッドで出土した｡近辺で緑色チャー ト剥

片が出土している｡Ⅲ類に属する｡棒状円磯を使用

している｡長軸端部に敵打痕を部分的に残す｡石材

はホルンフェルスである｡大変脆い石材を使用して

いるため､固くない物を加工することを目的に使用

していたと考えられる｡なお､磨石は明確な使用痕

が確認できる製品が出土しなかったため､実測図は

掲載していない｡Ⅸa層での磨石 ･蔽石の石材は､

全部砂岩系ホルンフェルスあるいは砂岩である(表

8参照)｡

分 類 石 材 個 数(価) 総重量(g) 備 考

Ⅱ 類 ホノレンフエノレス 3 853.8

Ⅲ 類 ホノレンフエノレス 4 768.6
砂 岩 2 233.8

Ⅳ 類 ホノレンフエノレス流紋岩.頁岩.砂岩等 32 3886.4 一括造物含む

表7 第 1文化層磨石 ･高支石統計

区 暴 ホ′レンフエ′レス 砂 岩 流 紋 岩 黒 曜 石 水 晶 頁 岩 チャー ト 総 計

B 調 整 剥 片 1 1

磨 石 3 3

蔽 石 4 2 6

剥 片 13 5 1 4 6 4 33

表8 第 1文化層石器組成表
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第14図 第 1文化層調査範囲及び遺物 ･磯分布図
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第20図 第 1文化層ホルンフェルス製遺物分布図
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第21図 第 1文化層頁岩製遺物分布図

第22図 第 1文化層流紋岩製遺物分布図
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(3)小 結

本遺跡Ⅸa層は北西から南東方向にかけて緩やか

に下って堆積している｡磯の接合の項目で述べたが､

ほとんどが隣接する磯同士の接合である現状を踏ま

え磯 ･石器の位置は､ほぼ原型を留めていると思わ

れる｡Ⅸa層で出土した磯は人為的に持ち込まれた

磯と考えられ､磯の入手経路については､当時の川

の大きさ･位置は不明であるが､段丘磯､河原石を

使用していたと思われる｡なお､磯の熱による赤変

や掘 り込み等は確認できなかった｡が､磨石 ･敵石

が出土し､さらにその近辺より剥片が数点出土して

いる点から人々がわずかな時間であっても生活を営

んだ可能性は高い｡また､緑色チャー トについては

近隣の牧内第 1遺跡､音明寺第 1遺跡の暗褐色ロー

ム (MB2)でも出土しており､他の層から出土し

ていないことから､この地域では､この時期に限定

され使用されていた石材の可能性がある｡今後近隣

の遺跡の調査報告が進む中で少しずつ解明できると

思われる｡水晶についても同様である｡

自然科学分析 (植物桂酸体)によるとこの当時の

植生から温暖な気候であった可能性が高く､人の狩

猟活動は盛んであったと考えられる｡ したがって周

辺の遺構 ･遺物の拡がりについては､今後の発掘調

査に期待 したい｡
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31 15 251
43 22 391
24 1.1 122
48 13 335
67 19 1419
08 05 01未
39 33 893
4 4 1445

55 44 14 306

56 49 13 178
61 4 13 248
66 49 23 433
85 56 24 942
7 46 33 1587
43 26 14 138
41 39 08 97

-97614153 43814286 93
-97620839
-97624658
-9761958
-97620767
-97617986
-97614175
-97638457
-97623026
-97614397
-97607953
-976306
-9762091
-97622007
-97619232
-97618753
-97634

-9762058
-976278
-976335

-97634745
-97644674
-97641896
-97645744
-97648553
-97622006
-97636438
-97644239

43810771 92834
43807901 92752
43810728 93078
43810565 92866
43810521 93015
43836098 92785
4380901 92575
4380878 92805
43809023 93069
43844339 92891
43812 92823

43835056 92768
43807151 92848
4383406 92826
43834003 92802
4381606 92212
43811813 92972
4381166 92958
438114 92446

43811343 92502
43813698 92281
43824355 92287
43825213 92311
43823809 92411
43809183 92823
43816728 92647
43820687 92424

43 29 06 94 -97637704 43816068 92519
56 17 13 131
3 25 06 65
62 4 18 456
36 21 06 42
62 5 23 845
93 56 31 2247
79 74 3 2525
101 59 51 3766
67 56 41 2013
8 4 32 1321

-97638241
-9761756
-97619306
-97628465
-976306
-9762594
-976261
-976247
-976249
-976262

43816928 92536
43834889 92878
43809043 92952
43811075 92773
438173 92603
438116 93017
4380974 92742
438082 92773
438069 92761
438081 92747

84 44 15 33 -97645645 43818295 92389
46 62 18 476 -97620375 43809072 92906
1.7 16 06 19 -97619073 43834029 92805
77 255 13 162 -97635223 43819216 92675

表9 第 1文化層出土遺物計測表
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第 5節 第2文化層の遺構と遺物

第 2文化層では下記の特徴が見られた｡

○小林軽石降下以前の層であり､遺物が散漫な出土

状況であるが､姶良Tn火山灰層直上10-15cmより

局地的に密に出土する｡

○散磯と遺物が混在しており､接合資料も出土して

いる｡

○散磯の中に磯が集中し､火による赤化した磯､ナ

イフ形石器等の製品が数多く出土し､人々の生活

JY=438 50

した形跡が見られる(表26)｡

○磯 ･遺物の出土地点が緩やかに下る傾斜に沿うよ

うに拡がりを見せている｡

この特徴を受け､この遺物包含層のA･B区の磯

については､動いてる可能性は否定できないながら

も､散磯の中に特に磯が集中している8箇所につい

ては､生活痕が残る箇所と判断し､磯群として取り

扱 う｡

0 10m

｢｣｣｣｣_L _ j

第24図 第2文化層A区遺構分布図
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第25図 第 2文化層B区遺構分布図 (S-1/4000)
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第 2文化層では後述する磯群 3- 6とその付近の

磯を除いて磯を持ち帰っていない｡ したがってそれ

以外の磯については､調査中に知 り得たデータを基

に記述する｡

(1)遺 構

A区では北部55個､南部で23個の磯を検出した｡

構成磯 としては砂岩 ･ホルンフェルスが多く見られ

た｡磯が南北離れた箇所で検出されたため､その間

を掘 り下げたが､磯の拡がりは確認できなかった｡

北部では23個の磯のうち､熱により赤変 したと見ら

れる磯が3個検出されたが､まとまりをなさなかっ

た｡グリッド別の磯個数を見るとC3グリッドに磯

が 1番集中している｡

B区では約400個の磯が出土 している｡構成磯 と

してはホルンフェルス､砂岩､尾鈴山酸性岩が多く

見られる (表20参照)｡磯が出土しているグリッド

はH7･J7･J8･K7･K8である｡標高93-

94m付近である｡ここは熱により 赤変 した磯が検

出されたり､遺物と磯が混在 して検出されている｡

このうち3ブロックについては人類の生活痕の残る

可能性がある場所として磯群 として取 り扱 う｡

磯群 1

北部55個の磯のうち､41個の磯がC3～C4グリッ

ドに集中している｡磯は南東方向に下る傾斜に沿っ

て展開するが､掘 り込みはなく､磯についている付

着物も確認できなかった｡磯が比較的集中している

箇所にある32個のうち16個が赤変 して表11磯群 1に

おける磯組成表いる｡また32個のうち､完形度にお

いてAが5個Bが21個､Cが6個であった (表11参照)｡

磯の構成を見ると石材ではホルンフェルス､砂岩

が中心である｡全体で見ると赤変 している磯の割合

は47%である｡完形度を見るとAランクが8個 (全

体の19.5%)､Bランクは27個 (全体の6.4%)そ

してCランクが6個 (15.1%)である｡

磯群の長軸は390cm短軸280cmである (表24参照)0

この うち磯が密集 している箇所の長軸は100cm､短

軸は90cmである｡重量についてはデータがない｡

※磯の種類は円磯､亜円磯､角磯､亜角磯から選んだ｡

※完形度については80%以上をA50%以上をB50%未満をC

とする｡

区 グリッド 個 数 赤化疎(個)赤化度(%) 備 考

A C3 53 17 32.1赤化度(%)

C4 2 赤化度(%)

D4 12 7 25

E4 6

D5 1 1 100

E5 4 2 50

表10 第2文化層グリッ ド別棟の個数

磯の種類 個 数 赤化 した磯の 赤化した磯
(個) 個数 (個) の割合(%)

円 磯 0 0 0

亜 円 磯 8 4 50

角 磯 9 1 ll.1

亜 角 磯 24 12 50.0

表11 磯群における磯組成表

区 グリッド 個数 赤化磯(個) 赤化度(%) 備 考

B G6 2 0 0

H6 3 0 0

H7 24 0 0

Ⅰ4 5 0 0

Ⅰ7 6 0 0 炭化物が点在

J7 55 32 58.2 炭化物が点在

J8 85 57 67.1

K5 6 0 0

K6 9 3 0

K7 70 44 62.9

K8 68 32 47.1

L7 ll 0 0

L8 6 3 50

M7 2 0 0

M8 6 0 0

N7 2 0 0

07 34 8 23.5

表12 第 2文化層グリッ ド別棟個数

- 28-



冒

a
a

Q

J,;.i;,価
.,

,
.
〟U

[･い(I,､
了
1
'

@

I.,5
/
3

口

｡

如

ニ こ く てき き 二二f-:二

93.500m

也

第26図 襟群 1実測図 (S-1/20)

- 29-

壬

,/-十一一F こ

0 1m



磯群2

H7グリッドに24個の磯が集中している｡標高92

mの比較的平坦な箇所に位置している｡掘 り込み､

熱により赤変した磯､炭化物は確認できなかった｡

使用されていた石材は､ホルンフェルス､砂岩であ

る｡磯群の長軸は400cm､短軸は300cmと かなり

広範囲に分散している｡完形度を見るとAランクが

1個 (全体の6.7%)､Bランクを見ると12個 (全

体の80%)､ Cランク2個 (全体の約1.3%)であ

る｡

※磯の種類は円磯､亜円磯､角榛､亜角磯から選んだ｡

※完形度については80%以上をA50%以上をB50%未満をC

とする｡

襟群3

Ⅰ7-∫7グリッドに73個の磯が集中している｡

標高93.6mの緩やかな傾斜地に位置する｡掘 り込

みは確認できなかった｡熱により赤変した磯の集中

が見られる箇所がある｡磯群の長軸は440cm､短軸

は260cmと広範囲に分散している｡石材はホルンフェ

ルス､砂岩､尾鈴山酸性岩等である｡完形度を見る

とAランク4点 (全体の約6.1%)､Bランク47点

(全体の約71.2%)､Cランク15点 (全体の約22.7

%)である｡

※磯の種類は円磯､亜円僕､角僕､亜角磯から選んだ｡

※完形度については80%以上をA50%以上をB50%未満をC

とする｡

棟群4

Ⅰ7-∫7グリッドに14個の磯が出土した｡標高

93.6mの緩やかな傾斜地に位置する｡掘 り込み炭

化物は確認できなかった｡ 熱により赤変した磯が

点在 している｡一部隣接したものもあるが､まとま

りをなすほどはない｡磯群の長軸は180cm､短軸は､

120cmである｡石材は､ホルンフェルスと砂岩であ

る｡完形度を見るとAランク1点 (全体の約7.1%)､

Bランク9点 (全体の64.3%)､Cランク4点 (28.6

%)である｡

※磯の種類は円磯､亜円磯､角磯､亜角磯から選んだ｡

※完形度については80%以上をA50%以上をB50%未満をC

とする｡

磯の種類 個 数 赤化 した磯の 赤化した磯(個) 個数 (個) の割合(%)

円 磯 0 0 0

亜 円 磯 3 0 0

角 磯 5 0 0

亜 角 磯 7 0 0

総 計 15 0 0

表13 傑群2における傑組成表

磯の種類 個 数 赤化 した磯の 赤化した磯
(個) 個数 (個) の割合(%)

円 磯 6 5 83.3

亜 円 磯 18 14 77.8

角 磯 15 ll 73.3

亜 角 藤 27 18 66.7

表14 磯群3における磯組成表

磯の種類 個 数 赤化 した磯の 赤化した磯
(個) 個数 (個) の割合(%)

円 磯 0 0 0

亜 円 磯 2 1 50.0

角 磯 6 3 50.0

亜 角 磯 5 2 40.0

総 計 14 6 42.9

表15 傑群4における傑組成表

磯の種類 個 数 赤化した磯の 赤化した磯
(個) 個数 (個) の割合(%)

円 磯 1 0 0

亜 円 磯 3 0 0

角 磯 5 0 0

亜 角 磯 5 0 0

総 計 14 0 0

表16 傑群 5における棟組成表
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磯群5

Ⅰ7グリッドに14個の磯が検出され､標高93.6

mの緩やかな傾斜地に位置する｡掘り込み､炭化物､

熱により赤変した磯は確認できなかった｡磯は長軸

は175cm､短軸は150cmの範囲に拡がる｡石材はホ

ルンフェルスと石英斑岩､完形度はBランク4個

(全体の28.6%)Cランク10個 (全体の71.4%)出

土している｡

※磯の種類は円磯､亜円磯､角磯､亜角磯から選んだ｡

※完形に度については80%以上をA50%以上をB50%未満を

Cとする｡

棟群6

H 8- Ⅰ8グリッドに36個の磯が検出された｡

標高93.4mの緩やかな傾斜地に位置する｡掘 り込

み､炭化物､熱により赤変した磯は確認できなかっ

た｡長軸175cm､短軸150cmに拡がる｡石材はホル

ンフェルスと石英斑岩､完形度はAランク2個(全

体の5.6%)Bランク24個 (全体の66.7%) Cラン

ク10個 (全体の27.8%)出土している｡

※磯の種類は円磯､亜円磯､角磯､亜角磯から選んだ｡

※完形度については80%以上をA50%以上をB50%未満をCと

する｡

各棟群ごとの個々の磯の計測値の平均を比較して

みた (表18参照)｡その結果磯群 3､磯群 6の値と

比較して磯群4､磯群 5の値は小さい｡構成磯につ

いては､ホルンフェルスが圧倒的に多く､砂岩 ･尾

鈴山酸性岩の順である｡磯の割面については､熱に

より赤変したものが一部あるが､明確な遺物はあま

りない｡接合関係をみると磯群のまとまりを越えて

接合関係が見られる｡10m以上離れた磯が接合する

例もある一方で､隣接する磯が5個前後接合する例

もあった｡

忘＼＼個 数 赤化した磯の 赤化した磯
(個) 個数 (個) の割合(%)

円 磯 5 5 100.0

亜 円 磯 ll 7 63.6

角 磯 5 5 100.0

亜 角 磯 15 ll 73.3

表17 傑群6における襟組成表

遺構名平均最大長 平均最 大 平均最大厚 平均重 量(cm) 幅(cm) (cm) (g)

磯群3 6.52 4.52 2.85 191.85

磯群4 4.32 2.85 1.73 18.51

磯群5 5.59 4.16 2.51 59.38

磯群6 6.85 5.23 3.13 202.65

表18 磯計測表

ゝ ＼ 完形度 個 数 構成磯におけ
ランク (個) る割合(%)

磯群 3(73個) A 4 6.1

B 47 71.2

C 15 28.6

磯群4(14個) A 0 0

B 4 28.6

C 10 71.4

磯群5(14個) A 0 0

B 4 28.6

C 10 71.4

磯群6(36個) A 2 5.6

B 24 66.7

C 10 27.8

表19 傑完形度一覧表

区 石材磯の種類 ホノレンフノレス 頁 岩 流紋岩 砂 岩 尾鈴山系酸性岩 石英斑岩 総 計

B 円 磯 16 1 1 3 21
亜 円 磯 55 1 8 4 68

角 磯 49 13 3 65

亜 角 磯 109 5 9 5 128

表20 石材別構成傑組成表
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磯群7

07グリッドで34個の磯を検出した｡ うち6個の

磯が楕円形を描 くように検出された｡標高92.8m

の緩やかな傾斜地で検出された｡掘 り込み､炭化物､

赤変した磯は検出されなかった｡使用されている磯

はホルンフェルス ･尾鈴山酸性岩である｡長軸54cm

短軸33cmと小ぶ りである｡完形度を見るとAラン

クは2個 (全体の33.3%)､Bランク4個 (全体の

66.7%)である｡

※磯の種類は円磯､亜円磯､角磯､亜角磯から選んだ｡

※完形度については80%以上をA50%以上をB50%未満をC

とする｡

襟群8

07グリッドで34個の磯を検出した｡ うち17個の

磯がまとまって標高92.8mの緩やかな傾斜地で検

出された｡掘 り込み､炭化物､熱により赤変した磯

は検出されなかった｡使用されている磯は､ホルン

フェルス ･砂岩 ･尾鈴山酸性岩である｡長軸は153

cm､短軸は88cmである｡完形度を見るとAランク

は3個 (全体の17.6%) Bランク14個 (全体の82.

4%)である｡

※磯の種類は円磯､亜円磯､角磯､亜角磯から選んだ｡

※完形度については80%以上をA50%以上をB50%未満をC

とする｡

07グリッドの34個の磯は掘 り込み､炭化物､熱

により赤変した磯も見られず､破砕磯も見られない｡

接合関係は確認できなかったが､完形度の高い磯が

多い｡磯のまとまりも比較的密な状態であるが､明

確な生活痕は確認できなかった｡なお､磯のデータ

については､表24 ｢磯群計測表｣を参照されたい｡

磯の種類個 数 赤化した磯 赤化した磯(個) の個数(個) の割合(%)

円 磯 0 0 0

亜 円 磯 3 0 0

角 磯 0 0 0

亜 角 磯 3 0 0

表21 傑群7における磯組成表

忘 ＼個 数 赤化した磯 赤化した磯
(個) の個数(個) の割合(%)

円 磯 0 0 0

亜 円 磯 6 0 0

角 磯 0 0 0

亜 角 磯 ll 0 0

表22 棟群8における傑組成表

遺構名完形度 個 数 構成磯におけランク (個) る割合(%)

磯群 7(6個) A 2 33.3

B 4 66.7

C 0 0

磯群8(17個) A 3 17.6

B 14 82.4

表23 磯完形度一覧表

遺 構 グリッド名 検出面 長径 短径 掘込の 個数 円磯 亜円磯 角藤 亜角磯 赤化度 炭化物 備 考
番 号 (cm) (cm) 有無 (個) (個) (個) (個) (個) (%) の有無

磯群1 C3～C4 Ⅶa層 390 280 なし 41 0 8 9 24 41.5 有り

磯群2 H7 Ⅶa層 400 300 なし 15 0 3 5 7 0 なし

磯群3 Ⅰ7-J7 Ⅶa層 440 260 なし 66 6 18 15 27 72.7 有り

磯群4 Ⅰ7-J7 Ⅶa層 180 120 なし 13 0 2 6 5 42.9 なし

磯群5 Ⅰ7 Ⅶa層 175 150 なし 14 1 3 5 5 0 なし

磯群6 H8-Ⅰ8 Ⅶa層 425 196 なし 36 5 ll 5 15 77.8 なし

磯群7 07 Ⅶa層 54 33 なし 6 0 3 0 3 0 なし

表24 棟群計測表
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最大長(cm)最大幅(cm)最大厚(cm) 重1(ど) X
7001 B J8 Ⅶa
7002 B J8 Ⅶa

7003 B J8 Ⅶa
7004 B J8 Ⅶa
7005 B J7 Ⅶa
7006 B J8 Ⅶa
7007 B J8 Ⅶa
7008 B J7 Ⅶa
7009 B J8 Ⅶa
7010 B J8 Ⅶa

7011 B J8 Ⅶa
7012 B J8 Ⅶa
7013 B J8 Ⅶa
7014 B J7 Ⅶa
7015 B J7 Ⅶa
7016 B J7 Ⅶa
7017 B J7 Ⅶa
7018 B J7 Ⅶa
7019 B J7 Ⅶa

7020 B J7 Ⅶa

7021 B J7 Ⅶa
7022 B J7 Ⅶa

7023 B J7 Ⅶa

7024 B J8 Ⅶa
7025 B J7 Ⅶa
7026 B J7 Ⅶa
7027 B J7 Ⅶa
7028 B J7 Ⅶ8
7029 B J7 Ⅶa

7030 B J7 Ⅶa
7031 B J7 Ⅶa
7032 B J7 Ⅶa
7033 B J8 Ⅶa
7034 B J8 Ⅶa
7035 B J8 Ⅶa
7036 B J8 Ⅶa
7037 B J8 Ⅶa
7038 B J8 Ⅶa
7039 B J7 Ⅶa
7040 B J7 Ⅶa

7041 B J7 Ⅶa
7042 B J7 Ⅶa
7043 B J7 Ⅶa

7044 B J7 Ⅶa
7045 B J7 Ⅶa
7046 B J8 Ⅶa
7047 B J8 Ⅶa
7048 B J8 Ⅶa
7049 B J8 Ⅶa
7050 B J8 Ⅶa
7051 B J8 Ⅶa
7052 B J8 Ⅶa
7053 B J8 Ⅶ8
7054 B J8 Ⅶa
7055 B J8 Ⅶa
7056 B J8 Ⅶa
7057 B J8 Ⅶa
7058 B J8 Ⅶa
7059 B J8 Ⅶa
7061 B J8 Ⅶa

7062 B J8 Ⅶa
7063 B J7 Ⅶ8
7064 B J7 Ⅶa
7065 B J7 Ⅶa
7066 B J7 Ⅶ8
7067 B J7 Ⅶa
7068 B J7 Ⅶa
7069 B J8 Ⅶa

7070 B
7071 B
7072 B
7073 B
7074 B
7075 B
7076 B
7077 B
7078 B

ホルンフェルス 57 48 2 44 -9759046 4381646 94025
ホルンフェルス 51 44 16 35 -975918 4381626 9404

砂岩 10.2 6 2.7 205.7 -97591.9 43816.56 94.068
ホルンフェルス 28 19 12 6 -975916 4382236 93866
ホルンフェルス 57 26 17 11 -9759257 4381943 93952
ホルンフェルス 84 52 38 15 -975927 4381948 93941
ホルンフェルス 91 58 25 17 -9759284 438195 93936

頁岩 31 21 1.1 7 -9759244 4382363 93842
ホルンフェルス 91 65 39 1121 -975932 438188 93948

砂岩 43 43 1 248 -9759366 43819 9394
ホルンフェルス 65 83 43 1808 -975938 43819 93925
ホルンフェルス 51 43 19 44 -9759358 438194 93944
ホルンフェルス 88 57 2 1057 -9759386 4381946 93932
ホルンフェルス 114 64 47 230 -9759374 43820 93911
ホルンフェルス 45 37 12 6 -9759336 4382044 93921
ホルンフェルス 62 31 37 619 -9759372 4382044 93894
ホルンフェルス 32 26 2 146 -9759372 4382234 93918
ホルンフェルス 84 5 1 92 -9759334 4382356 93882
ホルンフェルス 46 55 31 773 -9759368 4382326 93836

ホルンフェルス 33 23 17 10 -9759382 4382322 93835
ホルンフェルス 4 33 23 30 -9759387 4382343 93855
ホルンフェルス 77 42 34 107 -97594 43824 9383

ホルンフェルス 35 31 22 266 -9759304 4382316 939
ホルンフェルス 55 52 13 9 -9759426 438198 93917
ホルンフェルス 56 33 11 56 -9759403 4382076 93883
ホルンフェルス 68 3 3 422 -9759447 4382246 93901
ホルンフェルス 47 62 24 718 -975941 4382276 93873

石英斑岩 42 33 16 191 -9759406 4382316 93836
ホルンフェルス 8 53 35 169 -9759426 438232 93855

ホルンフェルス 5 54 34 70 -9759433 4382316 93825
ホルンフェルス 75 41 26 695 -9759446 4382344 93811
ホルンフェルス 74 49 3 115 -9759436 4382398 9383
ホルンフェルス 93 96 19 143 -9759506 4381852 93933
ホルンフェルス 62 37 22 11 -9759588 4381932 93838
ホルンフェルス 4 28 09 132 -9759598 438194 93927
ホルンフェルス 6 28 19 36 -975958 4381942 93837
ホルンフェルス 44 33 19 24 -9759588 4381963 93925
ホルンフェルス 5 41 23 52 -9759537 4381972 9386
ホルンフェルス 34 32 12 136 -9759572 438201 93891
ホルンフェルス 33 12 23 35 -975958 438204 93876

ホルンフェルス 38 32 13 36 -9759586 4382072 93817
砂岩 28 23 22 17 -9759578 4382102 93812

ホルンフェルス 37 18 3 92 -9759528 4382146 93864

ホルンフェルス 42 37 25 38 -9759512 4382116 93895
ホルンフェルス 47 24 19 22 -975952 4382332 93858
ホルンフェルス 76 44 41 1168 -9759686 4381738 93893

尾鈴山系酸性岩 64 5 28 89 -9759674 4381744 93908
ホルンフェルス 31 34 22 333 -9759684 4381746 93928
ホルンフェルス 72 49 25 873 -9759688 4381766 93907
ホルンフェルス 68 55 3 1006 -975968 4381793 93893

砂岩 68 57 18 62 -9759687 4381798 9391
ホルンフェルス 69 4 3 844 -9759692 4381794 93881
ホルンフェルス 53 46 32 611 -9759699 4381806 93824

石英斑岩 38 42 17 296 -9759693 438185 93867
ホルンフェルス 41 28 24 251 -9759682 4381846 93838
ホルンフェルス 82 8 18 130 -9759697 4381872 93846
ホルンフェルス 5 32 22 41 -9759674 438188 93809
ホルンフェルス 53 33 23 342 -9759673 4381898 93795

砂岩 43 38 2 28 -9759643 43819 93826
ホルンフェルス 37 17 12 28 -9759635 4381974 93892

ホルンフェルス 5 41 37 535 -9759624 438196 9388
ホルンフェルス 34 21 07 43 -9759618 438201 93916

ホルンフェルス 36 22 16 73 -9759606 4382022 93928
ホルンフェルス 3 54 28 513 -9759684 4382077 93842

尾鈴山系酸性岩 61 29 22 38 -9759673 4382377 93765
ホルンフェルス 195 141 98 3500 -9759664 4382398 9373
ホルンフェルス 43 52 29 53 -9759598 4382314 93757
ホルンフェルス 11 87 36 3428 -9759674 438144 93876

J8 Ⅶa 円 ホルンフェルス 56
J8 Ⅶa亜円 ホルンフェルス 58

J8 Ⅶa 円 尾鈴山系酸性岩 68
J8 Ⅶa亜円 ホルンフェルス 73
J8 Ⅶa 角 ホルンフェルス 92
J8 Ⅶa亜円 ホルンフェルス 115

J8 Ⅶa亜角 ホルンフェルス 83
J8 Ⅶa亜円 ホルンフェルス 37
J8 Ⅶa亜円 ホルンフェルス 123

7079 B J8 Ⅶa亜円 ホルンフェルス 33

38 29 754 -975972 4381474 93877
47 2 72 -9759768 4381714 93851
38 22 51 -9759746 4381748 93854
5 31 1306 -9759756 4381768 93841
44 39 1379 -975977 4381774 93794
45 54 230 -9759756 4381786 93825

46 31 1033 -9759748 438178 93841
17 16 108 -9759727 4381786 93895
5 32 181 -9759714 438178 93885

41 24 31 -9759794 4381874 93868
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最大幅(cm)最大厚(cm)
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.
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x座標 Y座標
-976021 438167
-976021 4381856
-9760204 4381888
-9760236 4382076
-9760258 4382214
-97602.54 43823.76
-9760312 438208
-9760396 4382078
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-9760576 4381837
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-976078 4382934
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(2)遺 物

石 器

251点中製品と認められるものは53点 (約21%)

である｡特にJ7･J8･K7･K8グリッドの20

m匹】方に18点が集中している｡石材ではホルンフェ

ルス､頁岩､流紋岩､砂岩等を使用 している｡これ

らは河原石 ･段丘磯として入手可能な磯 (在地系の

磯)である｡また､出土した製品は先端部が破損 し

ている物が多い｡これは､製品を道具として使用し

たためと思われる｡ここでは､製品を器種別に解説

していく｡なお石器の分類については､第Ⅳ章第 3

節 2遺構 ･遺物の分類を参照されたい｡

ナイフ形石器 (第40図13･14･15･16･17･18)

7点出土した｡いずれも縦長剥片を素材としてい

る｡13は-側縁加工を施している｡14･15は-側線

加工に基部調整を施 している｡15は素材の末端を切

り落として調整を行い､右側縁に基部加工を加えて

いる｡16は二側縁調整を行い刃部を形成 している｡

基部が丸みを帯びている｡この丸みは剥片の打面部

の厚みをとるための加工と思われる｡17は二側縁調

整を行い刃部を形成 している｡16に比べて加工の範

囲が大きいのが特徴である｡13･14はホルンフェル

ス製､15は頁岩製である｡16は流紋岩製である｡17

はホルンフェルス製である｡18･19はナイフ形石器

の欠損品である｡18は左側縁に､19は右側縁にブラ

ンティング加工が施されている｡いずれも流紋岩製

である｡14は風化 している｡13-17では使用痕は確

認できないが､15･16･17では器種の破損がみられ

る｡実際に道具としての使用頻度が高いと思われる｡

また加工の方法も様々である｡

角錐状石器

Ⅰ類-① (第40図20･21)

紡錘形を呈する｡20は正面右側縁部分に､21は正

面左側縁部分に加工を施 し先端部を尖らせている｡

20は未成品と思われる｡左側縁のみ加工を施 してい

る｡20･21とも裏面に加工を施 している｡いずれも

流紋岩製である｡

Ⅰ類-② (第40図22･23･24)

紡錘形を呈する｡22･23･24はいずれも正面及び裏

面に加工を施し刃部を尖らせてている｡23は先端部 ･

基部が破損 している｡22は風化が著しい｡22･23は

ホルンフェルス製､24は流紋岩製である｡

Ⅰ類-③ (第41図25)

紡錘形を呈する｡縦長剥片を連続 して加工を加え

た後､左右側縁部のみ加工を加えている｡流紋岩製

である｡

Ⅱ類 (第41図 26-30)

縦長剥片の両側縁に加工を施 し､先端部 ･基部を

尖らす-菱形を呈する｡26は頁岩製､27は流紋岩製､

28は頁岩製､29は頁岩 (風化)製､29はホルンフェ

ルス製である｡すべての器種において欠損が見られ

る｡

Ⅲ類 (第41図31-34)

壊小な黒曜石製の角錐状石器が4点出土している｡

最大長1.7-3.3cmのものである｡壊小な黒曜石製

の角錐状石器の特徴の 1つとして裏面に加工が見ら

れる｡また非常に軽量である｡これも破損したもの

が多い｡

剥片尖頭器 (第41図35)

B区J7グリッドより1点出土した｡連続的に剥

離した縦長剥片を素材とし､基部及び左側縁に加工

を施 している｡基部については､両面加工を施 して

いる｡最大厚1.15cm､重量15gと刺突具としては

軽量である｡軽量であり左側縁を刃潰 しのような加

工を施 していることから､ナイフ形石器と同じよう

な使い方をしていたことも考えられる｡

スクレイパー (第41図36)

連続的に剥離した縦長剥片を素材としており左右

側縁部及び下部に加工を施している｡下部に欠損の

跡がある｡出土地点がM6グリッドということで遺

物の分布状況から見ると比較的疎な箇所から出土し

ている｡流紋岩製のラウンドスクレイパーである｡
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第35図 第 2文化層遺物分布図

区 忘＼這そこ ホノレンフエノレス 黒 曜 石 頁 岩 流 紋 岩 チャー ト 砂 岩 その他 総 計

A 角 錐 状 石 器 1 1
石 核 1 1

剥 片 6 2 8

砕 片 1 1

B ナイフ形石器 3 2 2 7

角 錐 状 石 器 4 3 5 18

二次加工剥片 4 5 7 1 1 18

剥 片 尖 頭 器 1 1

スクレイパー 1 1

蔽 石 6 4 10

石 核 7 2 9

剥 片 100 19 47 1 3 170

砕 片 1 2 6 9

表29 第 2文化層石器組成表
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第36図 第2文化層製品 1 (ナイフ形石器 ･角錐状石器 ･スクレイパー)分布図
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第37図 第 2文化層製品2 (二次加工剥片 ･敵石)分布図

二次加工剥片

(第42図37･38･39･40･41･42･43)

43はチャー ト製である｡左側縁上部に加工が施さ

れている｡42は頁岩製である｡左側縁部に加工を施

している｡37-41は黒曜石製である｡41は左側縁下

部に加工を施している｡40は右側縁下部に加工を施

している｡39は左側縁部に2箇所右側縁部に細かい

加工が施されている｡37は連続した剥離の後､左右

側縁部に細かい加工が施されている｡出土箇所はJ

7グリッドに集中している｡
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寂 石

Ⅰ類 (第42図45)

破損した円磯を使用している｡下面そして左右側

縁にあばた状の敵打痕が見られる｡ホルンフェルス

製である｡

Ⅲ類 (第42･43図44･46･47)

44･46は円磯､47は棒状の僕を使用しているる｡

46･47は上下面､44は下面に蔽打痕が見られる｡い

ずれも砂岩製である｡出土地点は､J7､L7･8

グリッドに集中している｡
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第38図 第2文化層製品3

剥片 (第43図49･50･51･52･53･54･55･56)

56は水晶製である｡54は頁岩製､55は流紋岩製で

ある｡54･55は縦長剥片であり､ナイフ形石器 ･角

錐状石器等が出土している本遺跡では､素材剥片と

して使用された代表的な剥片ということで掲載した｡

49･50･51は黒曜石製である｡

製品製作の石材としては､流紋岩 ･頁岩が多く使

用されている (表29参照)｡ しかし剥片 ･砕片等は

ホルンフェルスが1番多い (表29参照)｡特に砂岩

系ホルンフェルスの占める割合が多い｡したがって

OmSト6-

0
寸Sト6-

09SL6-
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O
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0
mg
ト6-
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rj6 芸 芸
OSgト6-

(剥片 ･砕片 ･石核)分布図

ここで製作された製品は､別の場所-持ち出され､

他の場所で製作された製品が持ち込まれたと思われ

る｡

石核 (第43図48)

頁岩製である｡母岩に加工を施し､剥離した剥片

に加工を加え､剥片を抽出している｡素材剥片を剥

離した残核である｡用したと推察する素材剥片を剥

離した残核である｡壊小な剥片を剥離した形跡が見

られる｡接合関係が見られる石器は出土していない｡
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第42図 剥片 ･砕片 ･石核実測図
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(3)石材別分布状況

石材として､ホルンフェルス､頁岩､流紋岩､黒

曜石のほかチャー ト製 2点､砂岩製4点､水晶製 1

点､凝灰岩 1点が出土している｡各石材を数量 ･重

量 ･接合資料を比較した (表36)｡数量ではホルン

フェルスが点数で131点 (全体の49.8%)､次いで

頁岩が65点 (全体の24.7%)､黒曜石 (全体の11.4

%)､流紋岩 (全体の11.0%)の順であった｡接合

数ではホルンフェルスが10組､頁岩 ･流紋岩 ･黒曜

石が1組ずつという結果であった｡ここでは同一母

岩とは近隣 ･遠方の距離関係を問わず接合するもの

とする｡これに対し近隣 ･遠方の距離関係を問わず

接合しないものについては同一石材とした｡石材と

してはホルンフェルス ･頁岩 ･流紋岩を対象とし､

石材を細分化しては掲載していない｡ 砂岩 ･チャー

ト･凝灰岩については､接合関係が確認できず､黒

曜石については､撹乱土出土の遺物との接合関係 し

か見られなかった｡以下石材別に分布状況を見なが

らその特徴を見ていく｡

ホルンフェルス (第44図)

131点出土した｡A ･B区ともまんべんなく出土

し､当該期の主たる石材であることが窺える｡A区

にも石器ブロックが検出されている｡石材は平均最

大長5.49cm､最大幅4cm､最大厚1.86cm､平均重

量75.01gと大型のものが多い｡接合組数 ･同一母

岩が10組ある｡

黒曜石

30点出土した｡平均最大長1.8cm､平均最大幅

1.24cm､平均最大厚0.48cm､平均重量1.03gと矯

小なものが多い｡接合組数 ･母岩数が1組である｡

擾乱土出土のため､位置は表示していない｡頁岩に

次いで製品製作に使用されている｡

流紋岩 (第47図)

29点と出土量は少ない｡平均最大長4.21cm､平

均最大幅2.66cm､最大厚1.21cIⅥ､平均重量16.26g

である｡数はあまりでていないが製品の石材として

よく使用されている｡接合組数 ･同一母岩は1組で

ある｡

頁 岩 (第48図)

65点出土したが､A区では確認されていない｡平

均最大長4.20cm､平均最大幅2.97cm､平均最大厚

1.18cm､平均重量19.63gである｡接合組数 ･母岩

数は1組である｡ホルンフェルスに次いで製品製作

に使用されている石材である｡ホルンフェルス石器

ブロック3と頁岩石器ブロック6はほぼ平面的 ･レ

ベル的にも重複していることから同時期ものと想定

される｡

このように､ホルンフェルス､流紋岩､頁岩は若

干の分布の相違が認められるものの､平面的 ･レベ

ル的にも重複しており､同時期に使用されていた遺

物として考えられる｡

忘妄-こ ホノレンフエノレス 黒 曜 石 頁 岩 流 紋 岩 チャート 砂 岩 その他 総 計

数量 点 数(点) 131 30 65 29 2 4 2 263割 合(%) 49.8 ll.4 24.7 ll.0 0.76 1.5 0.76

塞 重 量(g) 9878.4 30.91 1275.8 471.6 8.2 823.6 153.6 12642.1

且里 割 合(%) 78.1 2.4 10.0 3.73 0.06 6.5 1.2 1

接令 組 数(組) 10 1 1 1 0 0 0 13
総点数(点) 32 2 2 3 39

割 合 (%) 82.1 5.1 0.77

確 認 母 岩 数 10 1 1 1 0 0 0 13

表30 第 2文化層 石器別数量表
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第44図 第 1石器ブロック分布状況図

母岩 1 (第45図)

磯面は黒 (HueN2/)色を基調とした頁岩系のホ

ルンフェルスに類似した石材である｡割れ面は､磯

面よりわずかに薄い暗灰色をしている｡この石器ブ

ロックでは6点の同一石材の石器が出土している｡

角錐状石器が1点出土している｡しかし接合関係を

示す資料が1組だけであった｡したがってこの1組

以外は同一石材である｡

接合資料 1 (第45･46図表37)

A区C3からC4グリッドでは､磯 ･石器が比較

的集中して出土して箇所である｡接合資料 1は､1

点からなる｡距離にして4m離れており､レベルに

おいて8cm未満の差である｡ したがって同じ文化

層の遺物と思われる｡石器の製作過程を再現すると

剥片剥離行程は､打点を頻繁に変え､剥離を繰り返

している｡頭部調整を施した後､石核58を分離して

いる｡その後石核59において剥離を繰り返している｡

最大長(cm)最大幅(cm)毛大坪(cm) 重t(g) X
石器

210 A D3 Ⅶ 石器
216 A D4 Ⅶ 石器

8

ホルンフェルス 77
ホルンフェルス 8

61 147 3844
61 59 2683 43864625 -975301 93616
5 38 1161 43863025 -9752665 93696

表31 第2文化層接合資料 1 計測表
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第45図 第2文化層接合資料 1実測図
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第46図 第 2-5石器分布状況図

母岩 2 (第47図)

磯面は青灰色を基調とし､磯面に褐色系の鉱物状

の帯が幾重もの線となって伸びる疎粒堆積岩系のホ

ルンフェルスと思われる｡J7･8､K7･8グリッ

ドに集中している｡この集中区では､8組の接合関

係が確認されている｡接合関係にある磯が入り交じっ

ている｡隣接する石器の接合や15m離れた石器の接

合も見られる｡

接合資料2 (第47･48図表37)

出土位置が確認できた石器 3点､一括処理の石器

2点からなる｡石器の製作過程を再現すると61-63

は打面再生剥片と思われる｡打面の位置を変えてい

く中で打面を確保し､素材剥片を抽出している｡同

一石材の製品は出土していない｡4点の剥片につい

ては､特に大きな加工を施した形跡はない｡

最大長(cm)最大幅(cm)玉大厚 (cm) 重t(g) X

合
剥
石
剥
剥

剥

片
核
片
片

113 62 83 49虹色
ホルンフェルス 72 42 17 546 43818762 -97599522 93835
ホルンフェルス 113 59 4,2 2747 4381997 -97597675 93771
ホルンフェルス 82 41 18 424 43820206 -9759751 93784
ホルンフェルス 26 3 1 67
ホルンフェルス 52 46 13 222

表32 第 2文化層接合資料2計測表
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第47図 第 2文化層接合資料 2実測図
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第48図 第2文化層石材別 (流紋岩)分布図

母岩3 (第49図)

流紋岩はJ7･J8･K8グリッドに集中して出

土している｡磯面の色は､青灰色である｡そして白

色の粒子が点在している｡隣接している剥片が接合

する､いわゆる折れの接合関係は何組か確認できた

が､剥離過程を確認する接合資料は1点のみである｡

角錘状石器､ナイフ形石器が出土している｡

接合資料3 (第49･50)

接合資料3の68と69の距離は1m未満である｡67
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は48m離れた位置から出土している｡レベル差は1

cm前後の差しかない｡以下製作過程について述べ

る｡頭部調整後､67を上から加工により剥離し､そ

の後68を側面からの加工により剥離している｡67と

68は打面調整剥片と思われる｡その後剥離を繰 り返

し､縦長剥片を抽出している｡流紋岩製の縦長剥片

を素材としたナイフ形石器 ･角錐状石器等の製品は

本遺跡で数多く出土している｡

最大長(cm) 最大幅(cm)最大FF(cm) 重t(g) X
49 42 88
37 17 246 43819738 -97595378 93581
31 3 383 43824906 -97643505 93572
35 14 251 43824736 -97643402 93584

流紋岩
流紋岩 52
流紋岩 5

表33 第 2文化層接合資料3計測表
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- 59-



43810 8 43820 7 43830 g;

0

第50図 第 6石器ブロック状況図

母岩4

頁岩における接合資料の中に接合資料4がある｡

接合資料 5の71と72は距離が約 1m離れている｡ レ

ベル差は約20cm程である｡折れによる剥離 と思わ

れる｡同一石材が周辺に11点あり､石器製作の可能

性も否定できないので､掲載した｡製作技法は縦長

剥片の両側縁に加工を施している｡先端部 ･基部は

破損しており､分類は不能である｡裏面先端下部に

加工を施 した跡がある｡

(4)小 結

以下266点の石器が出土した｡石器ブロックが6

箇所出土したそのうち5箇所がJ7･J8･K7た

石器は6点である｡ これは全体の2.25%である｡

石器-の付着物等は確認できなかったが､炭化物は

疎に点在 していた｡石器製作の可能性が指摘される

が､砕片等小片の石器がほとんど出土しなかった｡

製品 1が30点出土している (第37図 ･表30)｡ これ

は全体の約11.3%を占める｡ 以下この他の分布状

況を図に示 しているので参照されたい｡目に付くと

ころでは水晶製の剥片が 1点出土している｡

長大息cm)最大 幅(cm)最大FF(cm) 重tは X座標 Y座標 レベル 備
515 215 14 119
255 2 14 58 -97598186 43824217 93818
26 215 13 61 -9759743 4382477 93919

番号 注記番号 区 クリソド 層

411 B
480 B

表34 第 2文化層接合資料4計測表
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第51図 第 2文化層接合資料3実測図
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器
器
器
器
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器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
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石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石

石
石
石
石
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m
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m
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m
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等
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震
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霊
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漢釈
13
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15
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17
18
19
20
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22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
3

最大 長(cm)最大幅(cm)長大Ff(cm) 重J(g) ×座1票 Y
493 255 12

84 31 14
35 153 04
735 215 16
72 29 15
1 95 1 067
183 11 07

131 -975933 43820236
268 -97596774 43824606
16 -97609456 43813111
221 -97594581 43817426
239 -97596096 4382406
1 -97637568 43819681
09 -97598548 43825967

535 255 145 198 -97598652 43839998
24 17 085 19 -97598678 43824529
58 2 145 175 -97526425 438529
525 375 25
735 21 14
195 1 067
53 18 13
52 227 14
505 175 09
34 16 115

56 15 108
22 13 06
32 115 1
33 13 08
21 132 058
655 225 115

534 -97609357 43815072
218 -97595702 43825065
1 -97628058 43819715

106 -97608416 43824591
138 -97601727 43824399
97 -9761851 43832041
39 -975947 43819467
76 -97607868 43819361
09 -9759625 43825784
22 -97611547 4380812
27
12
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..

15 -97599979 43827224 93806
535 255 145 198 -97624625 43837593 93567

先端部のみ
先端部のみ

表 35第 2 文 化層 石 器 計 測表 (1)

最大長(cm)最大幅(cm)最大厚(cm) 重J(g) ×
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片
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心
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慰
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･･[
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二
二
二
二
二
二
二

二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二

二

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器

石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石

Ⅶ
Ⅶ
Ⅶ

Ⅶ
Ⅶ
Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ
Ⅶ

Ⅶ

Ⅵ

Ⅶ
Ⅶ

Ⅶ
Ⅶ
Ⅶ
Ⅶ
Ⅶ
Ⅶ
Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ
Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ
Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ

7
7
7

7
7

5

7

7
7

7
8

lUU
8
8

6

6
7
7
7
7
8

8

7
7

8

8

8
8

8

7

L
J
L
L
L
.J
J
J
J
K
J
J
K
K
M
M
J
.J
0
0
L
J
J
K
K
K
K
K
K
K

B
B
B
ら
B
B
B
B
B
B
a
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

7
9
0
1
9
6
4
2
5
7
0
lU0
8
lUO
l.〇
lU0
9
2
7
8
3
0
2
lU0
9
6
3
4
6
7

6
3
9
7
6
5
3
9
6
0
4
6
9
0
2
2
4
5
5
5
8
6
9
9
1
3
6
6
6
6

4
4
4
4
4
4
4
5
6
6
6
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
6
6
6
6
6
6

7
lU0
9
0
1
2
3
4
5
6
7

3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4

11 165 05 08 -97596973
22 19 06 15 -97597156
26 21 06 27 -97596611
22 18 085 28 -97595537
24 13 055 11 -97596249
59 24 14 246 -9759946
38 195 17 74 -9759751
72 49 23 113 -97599324
74 805 34 2856 -976052
983 703 373 366 -97607306
ll18 305 235 1182 -97599196
59 39 11 207 -97593678
44 37 1 13 -97608946
41 53 12 163 -97609404
298 325 132 8 -97626363
57 32 1 143 -97624681
8 448 13 35 -97596014
47 34 09 10 -97596256
41 44 09 177 -97640769
49 51 13 263 -97644263

43825513 93853
43823241 93899
43826825 93754
43826714 93825
43826日8 93857
43841747 93661
43822469 93951
43826217 93741 Ⅲ類
438183 93723 Ⅰ類
4382512 9376 Ⅲ類
43811245 93893 Ⅲ類
43818443 93567
43815102 93743
43812877 93691
43837994 93513
43837844 93632
43824952 93876
43826483 9385
43824048 93623
43823705 93503

4 45 11 115 -97596968 43818639 93898
99 9 28 3012 -97597437 43819957 93787
72 49 23 113 -97599324
48 17 09 61 -97608679
89 52 33 1482 -97608242
64 55 33 1629 -9760478
9 41 26 961 -9760376
76 44 37 1264 -976053
93 56 33 1744 -97607
92 64 28 2286 -976068

表36 第 2 文 化層 石器 計 測表 (2)

43826217 93741
43828132 93709
4381818 93663 Ⅲ類
43814193 93715 Ⅲ類
4382002 9 3789 Ⅲ類
438178 93724 Ⅲ類
438174 93708 Ⅲ類
438228 93664 Ⅰ[類

最大長(cm)最大幅(cm)長大FF(cm) 玉t(g) X

器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
茶
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器
器

石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
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Ⅶ
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Ⅶ
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Ⅶ
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8
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M
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M
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B
B
B
B
B
B
B
B
A
A
A
A
A

A
A
A

A
A
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ら
B
ら
B
ら
B
ら

B

6
7
8
9
0
1
2
3
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4
4
4
4
5
5
5
5
5

片
片
片
片
片
片
片
片
片
片
片
片
片
片
片
片
片
片
片
片
片
片
片
片
片
片

ホノ
ホノ
ホノ
ホノ
ホノ
ホノ

ホノ

ホノ

ホノ
ホノ

57 3 545 208 628 -97626931 43836345 9 3839
335 255 118
313 14 06
24 18 03

レス 265 33 06
レス 336 476 105

41 4 1
59 198 085

125 215 07

79
17 -9759546
12 -97609407
45 -976072
46 -97607588
171 -9753345
89 -97599579
12 -97621892

43824325
43815312
43814919
43811488
4385555
43827099
43831548

41 4 1 171 -9753345 4385555
09 04 02 01未 -9752685 438614

ス 71 41 18 526 -9752835 43865125
ス 24 11 11 18 -975285 43864025
ス 24 14 07 14 -9752695 4386415
ス 36 45 21 227 -975266 43863775
ス 61 47 24 595 -97526625 43863775
ス 71 42 23 589 -975275 438622

47 34 17 162 -9754464 4385154
レス 37 27 05 29 -975455 4385291

14 06 08 07 -97616925 43814713
レス 2 17 05 18 -97628305 43810061

21 13 08 11 -97630078 43830215
34 25 07 58 -97641291 43820463

レス 16 12 04 08 -97640677 43809462
レス 11 17 09 35 -97611323 4380761

17 12 05 11 -97623652 4382537
19 16 04 1 -97607285 43815652
14 11 05 05 -97607603 43814109

表37 第 2文 化層石器計 測表 (3)
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835
743
815
-6
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9-
59
526
8

97
642
5-6
662

661
649
739
181
116
648
568
579
809
739
582
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569
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93
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93
93
93

93

93

93
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93
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